事業計画書

１．会社概況
(１)会社概要、連絡先等
	会社名
	株式会社昭和企画

	代表者名
	代表取締役　榎本和男

	所在地
	（〒４９２－８４３９）
愛知県稲沢市七ツ寺町７０－４
（ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ　http:// www.showakikaku.co.jp   ）
（ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ　http:// www.sumisijo.com   ）　

	電話番号
	（0587）36－3271
	ＦＡＸ番号
	（0587）36－0361

	連絡者名
	ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：

	設　立
	昭和57年5月
	資本金
	55,000,000円

	発行済株式数
	110,000株
	

	従業員数
	社員：　7名　　 ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ：　　　　　名

	事業内容
	１、炭焼十字軍、蒸留十字軍製造販売
２、竹酢液、竹炭製造販売
３、竹炭石鹸、炭シャンプー、炭トリートメント製造販売
４、ソフト開発（瓦小町、サイディング小町、板金小僧）


２．事業コンセプトと商品・サービス等の説明
	①商品・サービスの概要と技術的原理（事業の内容）
①竹割箸を仕入れて、これを外食チェーンなどにレンタルし使用後は洗浄して返却を受けます。
②再使用せずにこれを原料として炭化処理して竹酢液、竹炭を製造します。
④製品化は、竹酢液は農業向けにＪＡＳ認定有機栽培基準：土壌改良資材とします。
　竹炭は、割箸炭として炊飯用、揚物用、入浴用、ＪＡＳ認定土壌改良材とします。

	②この事業が必要とされる社会的背景
①ＩＳＯ１４００１取得企業ではリサイクルの動きが活発化している。
②外食産業では竹割箸のリサイクルが難しく自社処理が困難である。
③リサイクルを提携することで実現できる。
④リサイクル品の使用、販売ができる。
⑤お客様に対して「共感と共鳴」で訴えることが出来る。


	

	③類似の製品・サービス
なし

	④類似製品・サービスとの違い（優位性）及び類似製品・サービスとの違い（弱点）
既存の販売との違いは、
①リサイクルできる。
②リサイクル品の試用、販売ができる。


	⑤知的財産権の取得の状況（特許（出願）番号も記入して下さい。）
なし


	⑥この事業に関連する経営者等の経験や能力・資格
１、１日製造炭化装置「炭焼十字軍」を開発した。
２、竹酢液・竹炭の新市場を開発し、業界のリーダーの一人です。
３、中小企業団派遣事業で、炭及び木酢液を北見工業大学鈴木勉教授、木酢液・竹酢液を島根大学上原徹助教授から指導を受けた。
４、名古屋工業大学福尾券一名誉教授を顧問として指導を受けた。
５、炭焼十字軍は（財）中小企業異業種交流財団、優秀製品賞を受賞した。
６、炭関連技術、製品において平成１２年度ニュービジネス大賞：環境部門賞を受賞した。
７、竹酢米を秋田県、新潟県、広島県、島根県などで栽培指導している。



３．販売ターゲット（顧客）
	レンタル割箸
１、外食チェーン：ラーメン、居酒屋、焼肉
２、ホテル：都市ホテル、リゾ－トホテル、会員制ホテル
３、結婚式場、旅館、船舶
製品：竹酢液、竹炭
１、農業用、園芸用
２、日用品



４．市場規模（予想される顧客数）・販売対象エリアと市場の状況（成長市場か、成熟市場か）
	市場規模
①竹割箸は、年間２００億膳使用され、リサイクルはされていない。うち、５０％が外食チェーン、ホテルなど大規模施設。
②成長市場で木割箸から竹割箸への移行が年率３～５％です。



５．販売価格、価格設定方針
	レンタル価格
５円50銭／膳（竹割箸、返却運賃、洗浄機）で、3,000本単位で出荷します。
製品価格
　農業用：竹酢液原液：5,500円、竹酢液原液ニンニク入り：6,000円、竹酢液原液唐辛子入り：6,000円、竹酢液原液ニンニク唐辛子入り：6,500円、竹酢液原液ニンニク唐辛子ドクダミ入り：7,000円
割箸炭：１０００円（１００本入り）


６．販売方法とＰＲ方法
	現在のところ国内で竹割箸リサイクルは弊社のみです。20万本／月・台のため計画的に営業活動を行う必要があります。
外食チェーンなど大量に使用する企業を対象として積極的に営業活動を行います。
ＰＲ方法
①展示会出展による広報活動
―ニュー環境展、中小企業ビジネスメッセ、中小企業ビジネスサミット、ビジネスフェア、テクノトランスファーかわさき、山形農業まつり、秋田種苗交換会―
②メールマガジン発行による最新状況の提供・・・隔週発行36号（７／１現在）
③ホームページによる情報提供（Ａ4版換算約５００ページ）



７．事業実施上の問題点・課題
	①外食チェーン1社で割箸使用本数が1000万本（5台）～3000万本（15台）のため計画的に営業活動する必要がある。
②工場及び施設負担金は1台増設ごとに1500万円の投資が必要となる。（土地別）



８．技術・製品・サービスの内容、販売方法、ＰＲ方法等を含めた事業全体の優位性

	装置開発の優位性
炭化装置、蒸留装置、炭破砕装置など自社でかいはつできる。
環境分野での知名度
製品開発に特化してこのシステムも生まれた経緯があり、日用品の愛用者の目線で展開している。
製品市場の知名度
日用品、農業品においても一流ブランドを構築している。
サービス内容
農業分野では、物々交換、モニター募集で新規顧客を開拓している。
販売方法
お客様重視で通信販売が売上の８０％でリピート中心の展開で信頼を獲得している。
製品開発
竹酢米を提案し、農家の健康重視、安心、安全を訴えている。
ＰＲ方法
ターゲットを決めて業界ごと、業種ごとにおこなっている。


９．現在の事業進捗状況と今後の事業展開の予定
	①専用工場の建設を予定している。現在では少量のため分散して炭化処理している。



10．売上・利益計画

（単位：千円）
	事業・商品別計画
（事業名・商品名）
	第22期
（平成16年4月期）
	第23期
（平成17年4月期）
	第24期
（平成18年4月期）

	
	炭化装置
竹酢液・竹炭

ソフト

レンタル割箸


	（60）50,000
（70）50,000

（90）10,000

（80）10,000


	（60）100,000
（70）100,000

（90）10,000

（80）130,000


	（60）100,000
（70）100,000

（90）10,000

（80）25,000



	売上高計
	（75）120,000
	（75）340,000
	（75）460,000

	税引後当期利益
	      40,530
	       12,308
	       12,308


　（　　）内は粗利益率（％）
